
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本初のテレビコマーシャルが流れたの

は日本テレビ開局の１９５３年８月２８

日でした。その夜７時に流れた「精工舎

の時計が７時をお知らせいたします」と

いう時報を兼ねたコマーシャルは、当時

の大きな話題となりました。ほんの数十

秒に凝縮された時代のドラマ、それがテ

レビコマーシャルなのかもしれません。 

【旅行会社や鉄道会社も注目する新たな旅の楽しみ方】 

旅行先でランニングをする「旅ラン」が人気です。旅先の山や草原など非日常的な場

所でジョギングをしたり、京都などの観光都市で自分の脚を交通手段として見どころ

を巡ったりと楽しみ方は人それぞれで、その後の温泉やグルメも目的のひとつです。

「東京マラソン」のように全国から本格的なランナーが集まる各地のマラソン大会に、

鉄道会社が協賛し誘客による経済効果にも注目です。老いも若きも自分のペースで楽

しめる旅ランのファンは着実に増え続けています。 

【
「
株
主
優
待
乗
車
券
」
は
配
当
所
得
に
な
る
の
？
】 

 

「
企
業
か
ら
株
主
に
送
ら
れ
て
く
る
株
主
優
待
乗
車
券
な
ど
は

配
当
所
得
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
ご
質
問
を
個
人
株

主
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
株
主
優

待
と
は
、
企
業
が
株
主
に
サ
ー
ビ
ス
や
自
社
商
品
な
ど
を
提
供
す

る
も
の
を
い
い
、
具
体
的
に
は
割
引
券
や
優
待
券
、
食
料
品
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
株

主
優
待
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
、
上
場
企
業
の
３
分
の
１
程
度
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
税
法
で
は
、
株
主
優
待
券
等
に
よ
る
配
当
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
法
人
の
利
益
の
有
無
に
関
係
な
く
株
主
と
い
う
地
位
に
基
づ

き
支
給
す
る 

“
旅
客
運
送
業
を
営
む
法
人
が
自
己 

の
交
通
機
関
を
利
用
さ
せ
る
た
め
に 

交
付
す
る
株
主
優
待
乗
車
券
等
” 

“
映
画
・
演
劇
等
の
興
行
業
を
営
む 

法
人
が
自
己
の
興
行
場
等
に
お
い
て 

上
映
す
る
映
画
の
鑑
賞
等
を
さ
せ
る 

た
め
に
交
付
す
る
株
主
優
待
入
場
券
等
”
“
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
等

を
営
む
法
人
が
自
己
の
施
設
を
利
用
さ
せ
る
た
め
に
交
付
す
る

株
主
優
待
施
設
利
用
券
等
”
“
法
人
が
自
己
の
製
品
等
の
値
引
販

売
を
行
う
こ
と
に
よ
り
供
与
す
る
利
益
”
“
法
人
が
創
業
記
念
・

増
資
記
念
等
に
際
し
て
交
付
す
る
記
念
品
”
で
法
人
が
剰
余
金
ま

た
は
利
益
の
処
分
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
場
合
は
配
当
等
に
含

ま
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
株
主
優
待
券
等
に
よ

る
配
当
は
「
配
当
所
得
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

は
「
雑
所
得
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
課
税
対
象
に
は
な
り
ま
す
。 

〒569-0803 大阪府高槻市高槻町 9-19-202 

電話番号：072-683-0230 FAX：072－683-0376 

http://www.gishitax.com/ 

mail：info@gishitax.com 

お気軽にお問合わせ下さい ℡072-683-0230 

（JR 高槻駅・阪急高槻市駅から徒歩約 3分） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひがまない七訓】 

 

誰が言い出したのか定かではありませんが、「ひがみ七訓」をご存

じでしょうか。 

一、つらいことが多いのは、感謝を知らないからだ 

一、苦しいことが多いのは、自分に甘えがあるからだ 

一、悲しいことが多いのは、自分の事しか考えないからだ 

一、怒ることが多いのは、我がままだからだ 

一、心配することが多いのは、今を懸命に生きていないからだ 

一、行きづまりが多いのは、自分が裸になれないからだ 

一、あせることが多いのは、行動目的がないからだ 

誰でも多少は身に覚えのあることだと思いますが、これを読んだ

ある人は「まさにうちの社長のことだ」と苦笑していました。社

長だからといって完璧な人などいませんし、商売は上手でも人間

としてまだまだ発展途上の経営者はめずらしくありません。 

けれど世間は優秀な人が会社を経営するものだと思っている節が

あります。特に社員は、「社長なんだから人間としても立派な存在

でいてほしい」と高い理想を掲げるものです。 

先ほどの「ひがみ七訓」を「ひがまない七訓」にちょっとアレン

ジしてみました。 

読み比べてみてください。 

一、「ありがとう」を言葉にすると、つらいことが減ってくる 

一、ダメな自分も認めてあげると、苦しいことが減ってくる 

一、身近な人を笑顔にできたら、悲しいことが減ってくる 

一、我がままを上手に言えるようにな 

れば、怒ることが減ってくる 

一、自分にできることを頑張れば、心 

配することが減ってくる 

一、自分と人を比べないようにすれば、 

行きづまることが減ってくる 

一、「これが好きだから」と思ってやれ 

ば、あせることが減ってくる 

商売も人間磨きも積み重ねこそ実力ではないでしょうか。 

コツコツと歩を進めていきたいものですね。 

 
【今月の教えてキーワード：デファクトスタンダード】 

事
実
上
の
業
界
標

準
の
こ
と
。
国
際
標

準
化
機
構
や
日
本

工
業
規
格
と
い
っ

た
公
的
な
標
準
化

団
体
に
よ
っ
て
規

格
化
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
企
業
間

の
競
争
や
消
費
者

の
選
択
を
経
る
う

ち
に
淘
汰
さ
れ
世

間
で
広
く
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
業
界
標

準
の
地
位
を
得
た

製
品
や
技
術
、
仕
様

を
指
す
。
家
庭
用
ビ

デ
オ
に
お
け
る
Ｖ

Ｈ
Ｓ
、
パ
ソ
コ
ン
の

Ｏ
Ｓ
に
お
け
る
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ズ
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ

フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
築
い
た

企
業
は
、
有
利
に
事

業
展
開
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

大阪府高槻市・茨木市・島本町・枚方

市、京都府長岡京市の税理士事務所 

天台宗の開祖である最澄の言葉。

一隅とは「今、あなたがいるその

場所」のこと。それぞれが置かれ

ている立場でベストを尽くせば

社会全体を照らすことができる。 


